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◆課題の設定

条例が制定されていなくとも、内規などに基
づき、公契約の実務を行っている自治体もある
１。札幌市では、工事に関しては「札幌市工事
請負契約に関する基本方針（２０１３年 ３ 月 ４ 日、
財政局契約管理担当局長決裁）」、役務契約に関
しては、「役務契約における労働社会保険諸法
令遵守状況確認実施方針（２０１４年 ２ 月１２日、財
政局契約管理担当局長決裁／２０１９年 ２ 月 １ 日一
部改正）」が定められている２。
本稿は、後者の方針を根拠に行われている、
受託事業者の下で働く者の賃金の把握（以下、
賃金調査）の結果を紹介するものである。同様
の作業を行った過去３に比べて、労働力不足が
深刻化する今日、彼らの賃金はどの程度改善さ
れているだろうか。

◆「賃金調査」の概要と規模

第一に同方針は、「札幌市が発注する役務契
約（建設関連の委託業務を除く。以下「役務契
約」という。）において、適正な履行及び品質
の確保を図る観点から、履行検査の一環として、
役務契約に従事する労働者に係る労働基準法、
最低賃金法、労働安全衛生法その他の労働及び
社会保険に関する法令の遵守状況を確認するた
め、その必要な事項を定める」ものである（一
部省略）。
第二に、この「賃金調査」の対象となる役務
契約は、（ １）札幌市が管理する施設において、
常駐する労働者から日常的に役務の提供を受け
る通年契約のもの（随意契約によるものを除

く。）、（ ２）前号に掲げるもののほか、契約の
性質又は目的から、管財部長が労働者の労働環
境について特に確認する必要があると認めるも
のの二種類である。
第三に、ここで把握されている実態は、受託
者から提出される「業務従事者支給賃金状況報
告書」に基づく。つまり調査は、事業者を介し
て行われているものである。
第四に、具体的な職種を調査件数の多い順に
並べると、建物清掃業務従事者、建物警備業務
従事者、建物設備運転・監視等業務従事者であ
る。２０１８年度のそれぞれの調査概要は下記のと
おりである（札幌市から提供された資料には過
去のデータも掲載されていたが、調査概要・件数
が記載されていたのは、２０１８年度分のみである）。
（a）建物清掃業務：件数１４９件、業務従事者
数６２８人、受注業者数７９社
（b）建物警備業務：件数６０件、業務従事者数
３０８人、受注業者数３１社
（c）建物設備運転・監視等業務：件数２５件、
業務従事者数１１７人、受注業者数１６社

◆「賃金調査」にみる支給賃金水準

時間給の調査結果をまとめたのが表 １と表 ２
である（表 １の注釈も参照）。
前者では、支給されている賃金（表中では、
実績賃金と表記）と最低賃金額とが比較されて
いた。そこに、建築保全業務労務単価（日額）
を ８時間で除して算出した １時間あたりの賃金
額も掲載した。いずれの業務においても、技能
水準ごとに設定されているうちの最も低い労務
単価を比較対象とした。具体的には、「清掃員C」、
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「警備員 C」、「保全技術員補」のそれである。
後者の表 ２は、実績賃金（時間給）の分布（２
０１８年度）である。
結果は、（a）建物清掃業務における時給額

では、平均の支給実績賃金は９３１円である。た
だしここには、支給賃金の高い総合評価方式が
含まれるので、その分を除くと８６５円である。
過年度は２０円台から３０円台で推移してきた最低
賃金額との差が拡大している。
もっとも、分布でみると、最低賃金額である
８１０円の支給実績が２２４人（全体の３５．７％）を占
め、続く「８１１～８５０円」２０３人（３２．３％）を足
し合わせると、全体の ３分の ２強が８５０円以下
である。しかもこれは総合評価方式分を含めた
数値であるので、その分を除くと低い賃金の割
合はさらに大きくなる。
第二に、（b）建物警備業務における時給額
では、２０１８年度の支給金額は８７６円で、最低賃
金との差は６６円である。過去には金額差は８０円
台から１１０円台の間で推移してきたのが、２０１８
年度は差が縮まった。また、分布でみると、全
体の ３分の ２弱が８５０円以下に位置している。
第三に、（c）建物設備運転・監視等業務にお

ける時給額では、支給実績が最低賃金を大きく
上回っている。金額にして２００円台の後半から３
００円台の前半の間を推移している。分布でみて
も、９５１円以上が全体の ８割超を占める。
第四に、以上のとおり、（a）～（c）の実績
賃金のいずれも、当然のことではあるが最低賃
金は上回っているものの、建築保全業務労務単
価と比較をすると、実績賃金は、労務単価を大
きく下回っている。その差は、（a）は１８５円、（b）
は３１２円、（c）は５２４円のマイナスである。

◆まとめに代えて

公契約を適正化するためには、独自で現場調
査を行うこと４はもちろんであるが、現場を自
治体が把握する仕組みを作ることも、重要であ
る。仕組みづくり自体が公契約（の適正化）運

動の一環でもあるといえよう。その意味で、札
幌市のこうした「賃金調査」には非常に意義が
ある。調査対象の拡大など――とりわけ、労務
単価が大きく引き上げられた建設工事現場にお
ける調査の実現が課題である。
さて、その上で、同調査結果にみる賃金水準
はどう評価できるだろうか。
第一に、最低賃金は当然上回っているものの、
建物清掃や建物警備では、実績賃金は、最賃か
ら８５０円以内の範囲に半数以上がおさまってい
る。フルタイムで働いても生活をしていくこと
は容易ではあるまい。この水準で十分と市は考
えているのだろうか。
第二に、賃金の算出根拠であり、せめて到達
すべき水準とも言える建築保全業務労務単価と
の間にも大きな乖離があった。この状況を問題
と考える必要はないのだろうか。また、労務単
価水準の賃金が支給されていないのはなぜなの
か。受託事業者側が支給をしないのではなく、
できないのであれば、それはなぜなのだろうか。
自治体が行う賃金調査の結果を使いながら、
以上のような諸点について、建設的な議論を進
めていくことが課題ではないか。
（かわむら　まさのり　北海学園大学教授）

１　もっとも、道内３５市に限れば、内規もない自治
体が最多のようである。公契約条例を社会に広げ
ることをめざすワーキングチーム（２０１８）「入札
・契約に関する道内全市アンケート調査の結果に
ついて」『北海道自治研究』第５９２号（２０１８年 ５ 月号）
を参照。
２　両方針とも、札幌市のウェブサイト（「契約関
係規程類」）に掲載されている。
３　拙稿「公契約の適正化に向けた札幌市の取り組
み」『建設政策』第１６０号（２０１５年 ３ 月号）。なお、
本稿でふれられている総合評価方式の導入や賃金
調査の実施自体が公契約運動の成果であると私た
ちは考えている。
４　本稿のテーマとのかかわりでは、当研究所研究
員である佐藤陵一が、公契約条例案が札幌市で審
議されていた当時に、北海道ビルメンテナンス協
会の会員企業を対象に網羅的な調査・研究を行い、
レポートを配信しているので参照されたい。
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単位：円

２０１１年度 ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８

実績賃金

建物清掃業務従事者
全体

― ７３６ ７３９ ７５５
７８４ ８２９ ８５８ ９３１

総評以外 ７７１ ７９４ ８１８ ８６５

建物警備業務従事者 ７８２ ８１６ ８０４ ８２１ ８５８ ８８０ ８８６ ８７６

建物設備運転・監視等業務従事者 １，１５４ １，０４２ １，０５７ １，０５９ １，０３３ １，０４２ １，０６６ １，１２６

最低賃金 ６９１ ７０５ ７１９ ７３４ ７４８ ７６４ ７８６ ８１０

建築保全業
務労務単価
（ １時間あ
たり）

建物清掃業務従事者 ８００ ７６３ ８３８ ９２５ ９６３ ９８８ １，０２５ １，０５０

建物警備業務従事者 ９５０ １，０００ １，０７５ １，１２５ １，１３８ １，１５０ １，１７５ １，１８８

建物設備運転・監視等業務従事者 １，５２５ １，４６３ １，５６３ １，６５０ １，６５０ １，６３８ １，６３８ １，６５０

実績賃金マ
イナス最低
賃金

建物清掃業務従事者 ― ３１ ２０ ２１ ２３ ３０ ３２ ５５

建物警備業務従事者 ９１ １１１ ８５ ８７ １１０ １１６ １００ ６６

建物設備運転・監視等業務従事者 ４６３ ３３７ ３３８ ３２５ ２８５ ２７８ ２８０ ３１６

実績賃金マ
イナス建築
保全業務労
務単価

建物清掃業務従事者 ― ▲２７ ▲９９ ▲１７０ ▲１９２ ▲１９４ ▲２０７ ▲１８５

建物警備業務従事者 ▲１６８ ▲１８４ ▲２７１ ▲３０４ ▲２８０ ▲２７０ ▲２８９ ▲３１２

建物設備運転・監視等業務従事者 ▲３７１ ▲４２１ ▲５０６ ▲５９１ ▲６１７ ▲５９６ ▲５７２ ▲５２４

（参考）建
築保全業務
労務単価
（日額）

建物清掃業務従事者 ６，４００ ６，１００ ６，７００ ７，４００ ７，７００ ７，９００ ８，２００ ８，４００

建物警備業務従事者 ７，６００ ８，０００ ８，６００ ９，０００ ９，１００ ９，２００ ９，４００ ９，５００

建物設備運転・監視等業務従事者 １２，２００ １１，７００ １２，５００ １３，２００ １３，２００ １３，１００ １３，１００ １３，２００

注 １ ：２０１３年度調査から、より正確な所定内賃金が把握できるように調査様式を一部変更したため、２０１２年度調査との間に完全な
連続性はない。
注 ２：主な変更点は、①基本給及び手当の記載を月支給額に変更（２０１２年度は月額・日額・時給の選択式）、②所定労働時間を日、
週及び月の ３区分記載に変更（２０１２年度は上記①の選択に応じた区分の選択式）。
注 ３：建物清掃業務従事者支給賃金状況調査では、２０１５年度の調査から、総合評価方式による清掃業務が実施。当該データについ
ては ２段書きとしている。「全体」は総合評価方式を含むデータ、「総評以外」は総合評価方式を除くデータである（２０１８年度現
在の総合評価方式は、交通局駅舎清掃１０件、総務局本庁舎清掃 ３件である）。
注 ４：表の下部に示した建築保全業務労務単価（日額）を ８時間で除して １時間あたりの金額を算出し、比較の対象として掲載し
ている。札幌市から提供された別の資料では、実績賃金（日額）と建築保全業務労務単価との比較が行われていたが、時間給の
実績賃金の資料（この表 １のベースとなった資料）には掲載がなかった。ただし別資料でも、建物設備運転・監視等業務従事者
には、労務単価の記載がなかったので、「保全技術員補」のデータを用いた。
出所：札幌市提供資料より作成。

表 2　実績賃金（時間給）の分布（2018年度）
単位：人、％

８１０円 ８１１～
８５０円

８５１～
９００円

９０１～
９５０円 ９５１円以上 計

建物清掃業務従事者
２２４ ２０３ １０３ ２１ ７７ ６２８

３５．７ ３２．３ １６．４ ３．３ １２．３ １００．０

建物警備業務従事者
１０１ ９９ ３８ ２６ ４４ ３０８

３２．８ ３２．１ １２．３ ８．４ １４．３ １００．０

８１０円 ８１１～
９５０円

９５１～
１１００円

１１０１～
１２５０円

１２５１円
〔以上〕 計

建物設備運転・監視
等業務従事者

３ １４ ４５ ３１ ２４ １１７

２．６ １２．０ ３８．５ ２６．５ ２０．５ １００．０

出所：表 １と同じ。

表 1　札幌市発注の建物清掃業務、建物警備業務、建物設備運転・監視等業務従事者の実績賃金（時間給）・最低賃金・建築
保全業務労務単価等の推移


